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注１

（注）１　「計画の区分」は設置時の基本計画書「計画の区分」と同様に記載してください。

　作成担当者

当該番号を記載してください。

　　担当部局（課）名　　事務局

・大学院設置の場合：「○○大学大学院」

・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

例）　○○大学　△△学部　□□学科

（旧名称：◇◇学科（平成◇◇年度より学科名称変更））

・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

設置時から対象学部等の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し，その下欄に

（　　）書きにて、設置時の旧名称を記載してください。

２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

・大学院の研究科の専攻の設置等の場合：「○○大学大学院　○○研究科　○○専攻（修士課程）」

・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

３　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

例）

・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

・大学の設置の場合：「○○大学」

注３

注2
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設　　置　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ たしろ　ちから ）

太城　力良

（平成30年10月）

（のぐち　こういち）

野口　光一

(平成28年4月）

（つちだ　としえ）

土田　敏恵

(平成31年4月）

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　（例）令和３年度に報告済の内容　→（３）

　　　　　　令和４年度に報告する内容　→（４）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

　　　　された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に，「備考」に変更理由等を

　　　　記入してください。

　　　・大学院の場合には、「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

　　　　ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

研究科長

学　　長

職　　名

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学校法人兵庫医科大学

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

　　　　兵庫医科大学大学院

　　　（本部　〒663-8501　兵庫県西宮市武庫川町1-1）

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合、本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名

　　　　〒650-8530　兵庫県神戸市中央区港島１丁目3番6
　　　

（３） 調査対象大学等の位置
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（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試

　　　　区分ごとではありません）。

　　　・　なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

　　　　（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

　　　　別ファイルにて提出してください（作成方法は、事務連絡「令和４年度の履行状況報告書の提出について（依頼）を

　　　　確認してください）。

　　　・　様式は、平成３０年度開設の４年制の学科の完成年度を越えて報告する場合（令和４年度までの５年間）ですが、

　　　　完成年度を越えている場合は別途ご連絡ください。

　　　・　留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により、我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　

看護学研究科

看護学専攻

　修士（看護学）

年 人 人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 8人 人

11 -

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( - ) ( - )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ]

11 -

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( - ) ( - )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ]

11 -

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( - ) ( - )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ]

9 -

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) ( - ) ( - )

[ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ - ] [ - ]

入学定員超過率
Ｂ／Ａ

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　（　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には、((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　転入学生は記入しないでください。

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出

　　　　してください。なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には、開設年度から報告年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。なお、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

　　　　報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「開設年度から報告年度までの平均入学定員超過率」は、完成年度を越えて報告書を提出する大学等のみ

　　　　記入してください。完成年度を越えていない場合は「－」を記入してください。

備　　考
平均入学定員

超 過 率

開設年度から
報告年度まで
の平均入学定

員超過率

1.12

(　　 　)

[ 　　　 ][ 　　　 ]

新規入学者を
募集中2 8 ― 16

1.12倍 ―

　 　 ・　学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択すると
　　　　　ともに、「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。

Ｂ　 入学者数

(　　 　)
Ａ　 入学定員

志願者数

受験者数

合格者数

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

令和４年度令和３年度平成３０年度 令和元年度 令和２年度

（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称等

　　　　（その２の１））」の「学位又は学科の分野」と同様に記入してください。

（注）・　定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　・　「学位又は学科の分野」には、「認可申請書」又は「設置届出書」の「教育課程等の概要（別記様式第２号

保健衛生学関係
（看護学関係）

年次

編入学定員 収容定員

　　　・　基礎となる学部等がある場合には、「備考」に基礎となる学部等の名称を記入してください。

調査対象学部等の
名称（学位）

学位又は学科
の分野

設 置 時 の 計 画

修業年限 入学定員
備　考

学生募集の停
止について

(　　 　) (　　 　) (　－　)

[ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　－　 ]
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

- - - - - - - - 9 -

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

- - - - - - 13 -

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ 1 ） （ - ）

- - - - - -

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

- - - -

[ - ] [ - ] [ - ] [ - ]

（ - ） （ - ） （ - ） （ - ）

（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

　　　・　[ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

　　　・（　）内には、留年者の状況について、内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入してください。

　　　・　編入学生や転入学生も含めて記入してください。その際、備考欄に人数の内訳を記入してください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「計」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数、留学生数を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

令和４年度令和３年度

（　　　　 ） （　　　　 ） （　　　　 ）

平成３０年度 令和元年度

計

備　　　　　考

22

[　　　 　] [　　　　 ] [　　　　 ] [　-  ][　　　　 ]

４年次

１年次

２年次

３年次

（　1  ）

令和２年度

（　　　　 ）
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

人 人 平成３０年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

平成３０年度 人 人

令和元年度 人 人

令和２年度 人 人

令和３年度 人 人

令和４年度 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人

（注）・　数字は、報告年度の５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　各対象年度の在学者数については、対象年度の人数を記入してください。（在学者数から退学者数を減らす必要はありません。）

　　　・　内訳については、退学した学生が入学した年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　　　・　在学者数、退学者数には編入学生や転入学生も含めて記入してください。

　　　・　「主な退学理由」は、下の項目を参考に記入してください。その際、「就学意欲の低下（○人）」というように、その人数も含めて記入してください。

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　（５）－⑤　調査対象学部等の年度ごとの退学者の割合

【平成３０年度】

平成３０年度の退学者数（ａ） 0
平成３０年度の在学者数（ｂ） 0

【令和元年度】

令和元年度の退学者数（ａ） 0
令和元年度の在学者数（ｂ） 0

【令和２年度】

令和２年度の退学者数（ａ） 0
令和２年度の在学者数（ｂ） 0

【令和３年度】

令和３年度の退学者数（ａ） 0
令和３年度の在学者数（ｂ） 0

【令和４年度】

令和４年度の退学者数（ａ） 0
令和４年度の在学者数（ｂ） 22

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

#DIV/0! ％

= = 0 ％

#DIV/0! ％=

=

=

=

=

=

=

=

人

合　　計

人

令和３年度 人 人

人令和４年度 22 人 0

人令和２年度

退学者数
主な退学理由

（留学生の理由は[　]書き）

　　　区　分

対象年度
うち留学生数

平成３０年度

令和元年度

在学者数（b） 退学者数（a）

内訳

入学した年度

人
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【令和４年度】

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

必
　
修

選
　
択

自
　
由

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

医療統計学特論 1後 1 兼2 オムニバス 医療統計学特論 1後 1 兼2 オムニバス

医療倫理学特論 1前 1 1 医療倫理学特論 1前 1 1

先進医療支援特論 1前 1 2 3 兼6
オムニバス・

共同（一部） 先進医療支援特論 1前 1 1 2 3 兼5
オムニバス・

共同（一部）

小計（3科目） － 0 3 0 0 2 4 0 0 兼8 － 小計（3科目） － 0 3 0 1 2 4 0 0 兼7 －

看護教育論 1前 2 1 兼3 オムニバス 看護教育論 1前 2 1 兼3 オムニバス

看護倫理 1前 2 兼1 看護倫理 1前 2 兼1

看護理論 1前 2 2 看護理論 1前 2 2

看護管理論 1後 2 兼2 オムニバス 看護管理論 1後 2 兼2 オムニバス

看護政策論 1後 2 兼3 オムニバス 看護政策論 1後 2 兼3 オムニバス

コンサルテーション論 1後 2 1 1 兼3
オムニバス・

共同（一部） コンサルテーション論 1後 2 1 1 兼3
オムニバス・

共同（一部）

看護研究 1前 2 4
オムニバス・

共同（一部） 看護研究 1前 2 4
オムニバス・

共同（一部）

看護研究演習 1前 1 1 看護研究演習 1前 1 1

システマティックレビュー 1前 2 1 システマティックレビュー 1前 2 1

1前 2 1 1 兼9
オムニバス・

共同（一部） 1前 2 1 1 兼9
オムニバス・

共同（一部）

1後 2 2 兼10
オムニバス・

共同（一部） 1後 2 2 兼10
オムニバス・

共同（一部）

疾病・病態特論 1前 2 2 兼9
オムニバス・

共同（一部） 疾病・病態特論 1前 2 1 1 兼9
オムニバス・

共同（一部）

小計（12科目） － 0 23 0 8 0 1 2 0 兼40 － 小計（12科目） － 0 23 0 9 1 1 2 0 兼37 －

基礎看護学特論 1前 2 2 共同 基礎看護学特論 1前 2 2 1 共同

基礎看護学援助特論 1後 2 2 1 共同 基礎看護学援助特論 1後 2 2 1 1 共同

基礎看護学演習Ⅰ 1通 2 2 2 1
オムニバス・

共同（一部） 基礎看護学演習Ⅰ 1通 2 2 1 3 2
オムニバス・

共同（一部）

基礎看護学演習Ⅱ 1通 2 2 2 共同 基礎看護学演習Ⅱ 1通 2 2 1 2 共同

基礎看護学演習Ⅲ 1通 2 2 2 1 共同 基礎看護学演習Ⅲ 1通 2 2 1 3 2 共同

基礎看護学特別研究 2通 10 2 共同 基礎看護学特別研究 2通 10 2 共同

看護教育学特論 1前 2 2 1 共同 看護教育学特論 1前 2 1 1 共同

看護教育学援助特論 1後 2 1 1 共同 看護教育学援助特論 1後 2 1 1 共同

看護教育学演習Ⅰ 1通 2 2 2 1 共同 看護教育学演習Ⅰ 1通 2 2 2 1 共同

看護教育学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同 看護教育学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同

看護教育学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同 看護教育学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同

看護教育学特別研究 2通 10 1 1 共同 看護教育学特別研究 2通 10 1 共同

看護開発科学特論 1前 2 1 看護開発科学特論 1前 2 1

看護開発科学援助特論 1後 2 1 看護開発科学援助特論 1後 2 1

看護開発科学演習Ⅰ 1通 2 1 看護開発科学演習Ⅰ 1通 2 1

看護開発科学演習Ⅱ 1通 2 1 看護開発科学演習Ⅱ 1通 2 1

看護開発科学演習Ⅲ 1通 2 1 看護開発科学演習Ⅲ 1通 2 1

看護開発科学特別研究 2通 10 1 看護開発科学特別研究 2通 10 1

小計（18科目） － 0 60 0 3 0 2 1 0 0 － 小計（18科目） － 0 60 0 3 1 3 2 0 0 －

急性病態治療学 1前 2 兼4 オムニバス 急性病態治療学 1前 2 兼4 オムニバス

急性看護学特論 1前 2 1 急性看護学特論 1前 2 1

急性看護学援助特論Ⅰ 1前 2 1 1 共同 急性看護学援助特論Ⅰ 1前 2 1 1 共同

急性看護学援助特論Ⅱ 1後 2 1 1 兼2 オムニバス 急性看護学援助特論Ⅱ 1後 2 1 1 兼2 オムニバス

急性看護学援助特論Ⅲ 1通 2 1 兼6 オムニバス 急性看護学援助特論Ⅲ 1通 2 1 兼6 オムニバス

急性看護学演習ⅠA 1通 2 1 1 共同 急性看護学演習ⅠA 1通 2 1 1 共同

急性看護学演習ⅡA 1通 2 1 1 共同 急性看護学演習ⅡA 1通 2 1 1 共同

急性看護学演習ⅢA 2通 2 1 1 共同 急性看護学演習ⅢA 2通 2 1 1 共同

急性看護学演習ⅠB 1通 2 1 1 兼3
オムニバス・

共同（一部） 急性看護学演習ⅠB 1通 2 1 1 兼3
オムニバス・

共同（一部）

急性看護学演習ⅡB 1通 2 1 1 兼1
オムニバス・

共同（一部） 急性看護学演習ⅡB 1通 2 1 1 兼1
オムニバス・

共同（一部）

急性看護学演習ⅢB 2前 2 1 1 兼2 オムニバス 急性看護学演習ⅢB 2前 2 1 1 兼2 オムニバス

急性看護学実習Ⅰ 1後 2 1 1 共同 急性看護学実習Ⅰ 1後 2 1 1 1 共同

急性看護学実習Ⅱ 2通 2 1 1 共同 急性看護学実習Ⅱ 2通 2 1 1 1 共同

急性看護学実習Ⅲ 2通 2 1 1 共同 急性看護学実習Ⅲ 2通 2 1 1 1 共同

急性看護学実習Ⅳ 2通 4 1 1 共同 急性看護学実習Ⅳ 2通 4 1 1 1 共同

急性看護学特別研究 2通 10 1 急性看護学特別研究 2通 10 1 1

急性看護学課題研究 2通 2 1 急性看護学課題研究 2通 2 1 1

がん病態治療学 1前 2 1 兼14
オムニバス・

共同（一部） がん病態治療学 1前 2 1 兼15
オムニバス・

共同（一部）

がん看護学特論 1前 2 1 がん看護学特論 1前 2 2

がん看護学援助特論Ⅰ 1後 2 1 がん看護学援助特論Ⅰ 1後 2 2

がん看護学援助特論Ⅱ 1後 2 1 がん看護学援助特論Ⅱ 1後 2 2

がん看護学援助特論Ⅲ 2前 2 1 がん看護学援助特論Ⅲ 2前 2 2

がん看護学演習ⅠA 1前 2 1 がん看護学演習ⅠA 1前 2 2

がん看護学演習ⅡA 1後 2 1 1 兼１
オムニバス・

共同（一部） がん看護学演習ⅡA 1後 2 2 1 兼１
オムニバス・

共同（一部）

がん看護学演習ⅠB 1前 2 1 がん看護学演習ⅠB 1前 2 2

がん看護学演習ⅡB 1後 2 1 1 兼1
オムニバス・

共同（一部） がん看護学演習ⅡB 1後 2 2 1 兼1
オムニバス・

共同（一部）

がん看護学演習Ⅲ 1後 2 1 がん看護学演習Ⅲ 1後 2 1

がん看護学実習Ⅰ 1後 2 1 1 共同 がん看護学実習Ⅰ 1後 2 1 1 共同

がん看護学実習Ⅱ 2通 2 1 1 共同 がん看護学実習Ⅱ 2通 2 2 1 共同

２　授業科目の概要
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授業科目の名称

配
当
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兼
担

兼
任
・
兼
担

科目
区分

がん看護学実習Ⅲ 2通 2 1 1 共同 がん看護学実習Ⅲ 2通 2 2 1 共同

がん看護学実習Ⅳ 2通 2 1 1 共同 がん看護学実習Ⅳ 2通 2 2 1 共同

がん看護学実習Ⅴ 2通 2 1 1 共同 がん看護学実習Ⅴ 2通 2 2 1 共同

がん看護学特別研究 2通 10 1 がん看護学特別研究 2通 10 1

がん看護学課題研究 2通 2 1 がん看護学課題研究 2通 2 1

慢性看護学特論 1前 2 1 1 共同 慢性看護学特論 1前 2 1 1 共同

慢性看護学援助特論 1後 2 1 1 共同 慢性看護学援助特論 1後 2 1 1 共同

慢性看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 共同 慢性看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 共同

慢性看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同 慢性看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同

慢性看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同 慢性看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同

慢性看護学特別研究 2通 10 1 慢性看護学特別研究 2通 10 1

精神看護学特論 1前 2 1 1 共同 精神看護学特論 1前 2 1 1 共同

精神看護学援助特論 1後 2 1 1 共同 精神看護学援助特論 1後 2 1 1 共同

精神看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 1 共同 精神看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 1 共同

精神看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同 精神看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同

精神看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同 精神看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同

精神看護学特別研究 2通 10 1 精神看護学特別研究 2通 10 1

小計（46科目） － 0 126 0 3 1 3 2 0 兼34 － 小計（46科目） － 0 126 0 4 3 2 2 0 兼30 －

小児看護学特論 1前 2 1 小児看護学特論 1前 2 1

小児看護学援助特論 1後 2 1 小児看護学援助特論 1後 2 1

小児看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 共同 小児看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 共同

小児看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同 小児看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同

小児看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同 小児看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同

小児看護学特別研究 2通 10 1 小児看護学特別研究 2通 10 1

母性看護学特論 1前 2 1 母性看護学特論 1前 2 1

母性看護学援助特論 1後 2 1 2 オムニバス 母性看護学援助特論 1後 2 1 1 1 オムニバス

母性看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 共同 母性看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 共同

母性看護学演習Ⅱ 1通 2 1 兼1 オムニバス 母性看護学演習Ⅱ 1通 2 1 兼1 オムニバス

母性看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同 母性看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同

母性看護学特別研究 2通 10 1 母性看護学特別研究 2通 10 1

助産学特論 1前 2 1 助産学特論 1前 2 1

助産学援助特論 1後 2 1 2 共同 助産学援助特論 1後 2 2 1 共同

助産学演習Ⅰ 1通 2 1 1 助産学演習Ⅰ 1通 2 2 1 1 2

助産学演習Ⅱ 1通 2 1 助産学演習Ⅱ 1通 2 2

助産学演習Ⅲ 1通 2 1 1 助産学演習Ⅲ 1通 2 1

助産学特別研究 2通 10 1 助産学特別研究 2通 10 1

小計（18　科目） － 0 60 0 3 0 3 0 0 兼1 － 小計（18　科目） － 0 60 0 3 1 2 2 0 兼1 －

老年看護学特論 1前 2 1 老年看護学特論 1前 2 1

老年看護学援助特論 1後 2 1 1 共同 老年看護学援助特論 1後 2 1 1 共同

老年看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 共同 老年看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 共同

老年看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同 老年看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同

老年看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同 老年看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同

老年看護学特別研究 2通 10 1 老年看護学特別研究 2通 10 1 1

地域看護学特論 1前 2 1 地域看護学特論 1前 2 1

地域看護学援助特論 1後 2 1 地域看護学援助特論 1後 2 1

地域看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 1 共同 地域看護学演習Ⅰ 1通 2 1 共同

地域看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 1 共同 地域看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同

地域看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 1 共同 地域看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同

地域看護学特別研究 2通 10 1 地域看護学特別研究 2通 10 1

在宅看護学特論 1前 2 1 1 共同 在宅看護学特論 1前 2 1 1 共同

在宅看護学援助特論 1前 2 1 1 共同 在宅看護学援助特論 1前 2 1 1 共同

在宅看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 1 共同 在宅看護学演習Ⅰ 1通 2 1 1 共同

在宅看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 1 共同 在宅看護学演習Ⅱ 1通 2 1 1 共同

在宅看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 1 共同 在宅看護学演習Ⅲ 1通 2 1 1 共同

在宅看護学特別研究 2通 10 1 在宅看護学特別研究 2通 10 1 1

小計（18　科目） － 0 60 0 3 2 1 2 0 0 － 小計（18　科目） － 0 60 0 3 2 1 0 0 0 －

－ 0 332 0 12 4 10 5 0 兼72 － － 0 332 0 13 8 9 6 0 兼71 －

卒業要件及び履修方法

・看護学基礎研究領域
以下の①②③の科目を合計32単位以上履修し、かつ必要な研究指導を受けた上で修士論文の審査及び
最終試験に合格する。
①修士課程共通科目 3科目のうち2科目(2単位）以上選択
②看護学共通科目 12科目のうち2科目(4単位）以上選択
③看護学専門科目 専攻分野の看護学特論、看護学援助特論、看護学演習の計10単位以上、および看
護学特別研究10単位を履修

・看護学課題研究・高度実践領域
以下①②③の科目を合計42単位以上履修し、かつ必要な研究指導を受けた上で課題研究報告書の審査
及び最終試験に合格する。
①修士課程共通科目 3科目のうち2科目(2単位）以上選択
②看護学共通科目 Aの7科目のうち4科目8単位以上、Bの3科目6単位を履修
③看護学専門科目 専攻分野の看護学特論、看護学援助特論、看護学演習
から14単位以上、看護学実習10単位と課題研究2単位を履修

合計（　115　科目）
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卒業要件及び履修方法

・看護学基礎研究領域
以下の①②③の科目を合計32単位以上履修し、かつ必要な研究指導を受けた上で修士論文の審査及び
最終試験に合格する。
①修士課程共通科目 3科目のうち2科目(2単位）以上選択
②看護学共通科目 12科目のうち2科目(4単位）以上選択
③看護学専門科目 専攻分野の看護学特論、看護学援助特論、看護学演習の計10単位以上、および看
護学特別研究10単位を履修

・看護学課題研究・高度実践領域
以下①②③の科目を合計42単位以上履修し、かつ必要な研究指導を受けた上で課題研究報告書の審査
及び最終試験に合格する。
①修士課程共通科目 3科目のうち2科目(2単位）以上選択
②看護学共通科目 Aの7科目のうち4科目8単位以上、Bの3科目6単位を履修
③看護学専門科目 専攻分野の看護学特論、看護学援助特論、看護学演習
から14単位以上、看護学実習10単位と課題研究2単位を履修
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（注）・　報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 認可申請書又は設置届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。

・ 各欄の作成方法は「大学の設置等に係る提出書類作成の手引き」の「教育課程等の概要」を確認してください。

・ 「認可時又は届出時」には 設置認可時又は届出時の授業科目全て（兼任、兼担教員が担当する科目を含む。）を

黒字で記入してください。その上で、各年度については、認可時又は届出時から変更となっている箇所は太字の赤字としてください。

・ 履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても科目名の後ろに「（未開講）」として記入してください。

・ １ページ目には認可時又は届出時と報告年度２つの表を記入してください。

・ 不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

（２つの表が１ページに表示されるようにしてください。）

・ 専門職大学等の場合、「実験、実習又は実技による授業科目」には「【※】」、「臨地実務実習」による授業科目には「【臨】」、

「連携実務演習」による授業科目には「【連】」を授業科目の名称の右側に記入してください。
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【令和４年度】

（注）・  ２（１）ー① 授業科目表に記入された各年度における変更内容（配当年次の変更、専任教員等の配置の変更、

授業科目名の変更、新規科目の追加など）を箇条書きで記入してください。変更がない年度は「特になし。」と記入してください。

・ 変更内容には、授業科目の未開講や廃止については記入しないでください。

・ 不要な年度（令和２年度開設であれば令和元年度）の表は適宜削除してください。

（１）－②授業科目表に関する変更内容

【先進医療支援特論】教授1名の追加および兼任1名の委嘱取りやめにより「教授 0→1」「兼 6→5」に変更。
【修士課程共通科目　小計（3科目）】上記変更により「教授 0→1」「兼 8→7」に変更

【コンサルテーション論】教授1名を認可時の教員から新たに追加した教員へ変更。人数の変更はなし。
【疾病・病態特論】認可時の教授2名のうち1名が2022年5月1日現在准教授のため「教授 2→1」「准教授 0→1」に変更。
【看護学共通科目　小計（12科目）】認可時の教授8名のうち1名が2022年5月1日現在准教授。退職予定のため、認可時教員数に含まれていない教授1名が2022年5月1日
現在在職。教授1名追加。以上により「教授 8→9」「准教授 0→1」。認可時の兼40のうち3名が重複して計上されていたため「兼 40→37」に変更

【基礎看護学特論】【基礎看護学援助持論】准教授の追加により「准教授 0→1」に変更
【基礎看護学演習1】准教授1名、講師1名、助教1名の追加により「准教授 0→1」「講師 2→3」「助教 1→2」に変更
【基礎看護学演習Ⅱ】准教授の追加により「准教授 0→1」に変更
【基礎看護学演習Ⅲ】准教授1名、講師1名、助教1名の追加により「准教授 0→1」「講師 2→3」「助教 1→2」に変更
【看護教育学特論】認可時の教授2名のうち1名が担当取りやめのため「教授 2→1」に変更
【看護教育学特別研究】認可時の講師1名の担当取りやめにより「講師 1→0」に変更
【基礎看護学分野　小計（18科目）】准教授1名、講師1名、助教1名の追加により「准教授 0→1」「講師 2→3」「助教 1→2」に変更

【急性看護学援助持論Ⅰ・Ⅱ】【急性看護学演習ⅠA・ⅡA・ⅢA・ⅠB・ⅢB】
認可時の教授1名のうち1名が2022年5月1日現在准教授。退職予定のため、認可時教員数に含まれていない教授1名が2022年5月1日現在在職。認可時の講師1名が、2022
年5月1日現在は担当していない。以上により「准教授 0→1」「講師 1→0」に変更。教授の人数は変更なし。
【急性看護学演習ⅡB】認可時の教授1名が2022年5月1日現在准教授のため「教授 1→0」「准教授 0→1」に変更
【急性看護学実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ】【急性看護学特別研究】【急性看護学課題研究】
認可時の教授1名が2022年5月1日現在准教授。退職予定のため、認可時教員数に含まれていない教授1名が2022年5月1日現在在職。以上により、「准教授 0→1」に変
更。教授の人数は変更なし。
【がん病態治療学】兼担教員の変更と追加により「兼 14→15」に変更
【がん看護学特論】【がん看護学援助特論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ】【がん看護学演習ⅠA・ⅡA・ⅠB・ⅡB】【がん看護学実習Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ】教授1名追加のため「教授 1→2」
に変更
【慢性看護学特論】【慢性看護学援助特論】【慢性看護学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ】
認可時の講師1名が准教授昇任のため「准教授 0→1」「講師 1→0」に変更
【療養支援看護学分野　小計（46科目）】退職予定のため認可時教員数に含まれていない教授1名が2022年5月1日現在在職。認可時の教授3名のうち1名が2022年5月1日
現在准教授。認可時の講師3名のうち1名が准教授に昇任。教授1名の追加。以上により「教授 3→4」「准教授 1→3」「講師 3→2」に変更。認可時の兼34のうち5名が
重複して計上されていた。また、兼担1名を追加。以上により「兼 34→30」に変更

【母性看護学援助特論】認可時の講師2名のうち1名が准教授へ昇任のため「准教授 0→1」「講師 2→1」に変更
【母性看護学演習Ⅰ・Ⅲ】認可時の講師1名が准教授昇任のため「准教授 0→1」「講師 1→0」に変更
【助産学援助特論】認可時の講師2名のうち1名が担当を外れる。教授1名を追加。以上により「教授 1→2」「講師 2→1」に変更
【助産学演習Ⅰ】教授1名、准教授1名、助教2名の追加により、「教授 1→2」「准教授 0→1」「助教 0→2」に変更
【助産学演習Ⅱ】教授1名の追加により「教授 1→2」に変更
【助産学演習Ⅲ】認可時の講師1名の担当取りやめにより「講師 1→0」に変更
【家族支援看護学分野　小計（18科目）】認可時の講師3名のうち1名が准教授へ昇任。助教2名の追加により「准教授 0→1」「講師 3→2」「助教 0→2」に変更

【老年看護特別研究】准教授1名の追加により「准教授 0→1」に変更
【地域看護学演習Ⅰ】認可時の講師1名の担当取りやめ、認可時の助教1名の退職により「講師 1→0」「助教 1→0」に変更
【地域看護学演習Ⅱ・Ⅲ】認可時の助教1名の退職により「助教 1→0」に変更
【在宅看護学演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ】認可時の助教1名の退職により「助教 1→0」に変更
【在宅看護特別研究】准教授1名の追加により「准教授 0→1」に変更
【生活支援看護分野　小計（18科目）】認可時の助教2名の退職により「助教 2→0」に変更

【合計（115科目）】認可時の教授12名のうち1名が2022年5月1日現在准教授。退職のため、認可時の教員数に含まれていない教授1名が2022年5月1日現在在職。認可時
の講師10名のうち2名が准教授へ昇任。認可時の助教5名のうち2名退職。認可時の兼72名のうち1名が委嘱取りやめ。教授1名、准教授1名、講師1名、助教3名追加。以
上により「教授 12→13」「准教授 4→8」「講師 10→9」「助教 5→6」「兼 72→71」に変更
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科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（注）・　未開講科目も含めた教育課程上の授業科目数を記入するとともに、［　］内に、設置時の計画からの増減を

　　　　記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

115

[　　　　] [　　　　] [　　　　] [　　　　]

115115 115

計

（２） 授業科目数

設置時の計画 変更状況
備考

必修 選択 自由 計（Ａ） 必修 選択 自由
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　配当年次に達しているにも関わらず、何らかの理由で未開講となっている授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については記入しないでください。

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」と修正して記入してください。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択

１

２

３

（注）・　設置時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入して

　　　　ください。なお、理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する大学の所見、

　　　　学生への周知方法、今後の方針などを可能な限り具体的に記入してください。

　　　　ください。

該当なし

（３） 未開講科目

未開講の理由，代替措置の有無

該当なし

　　　　ください。

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　・　専門職大学等の場合は、「一般・専門」を「基礎、展開、職業専門、総合」と修正して記入して

（４） 廃止科目

　　　・　教職大学院の場合は、「一般・専門」を「共通・実習・その他」として記入してください。

該当なし

廃止の理由，代替措置の有無

10



（６） 「設置時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

0

115

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで表示されます。

　　　・　「未開講科目と廃止科目の計」が、「（３）未開講科目」と「（４）廃止科目」の合計数となるように
　　　　留意してください。

％
設置時の計画の授業科目数の計（Ａ）

未開講科目（３）と廃止科目（４）の計
＝ ＝ 0
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備考

※図書購入費には電子
ジャーナル・データベー
スの整備費（運用コスト
含む）を含む。
※経費の見積り金額につ
いては看護学部と看護学
研究
科の合計
【神戸キャンパス全体で
の 共 用 分 （ 設 備 購 入
費）】
33,968千円

※大学全体
【うち、神戸キャンパス
分】
・体育館 2,351㎡

(１) 区　　 分

校 舎 敷 地

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少、建築計画の遅延）がある場合には、「建築等設置計画変更書」

　　　　を併せて提出してください。

　　　・　国立大学については「（８）経費の見積り及び維持方法の概要」は記載不要です。

0㎡ 0㎡ 84,793.79㎡84,793.79㎡

（　　　　92,050.25㎡）

(２) 校　　　　　舎

　　　・　「(５)図書・設備」については、上段に完成年度の予定数値を、下段には令和４年５月１日現在の数値を記入してください。

（注）・　設置時の計画を、申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている場合、　　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

看護学研究科　看護学専攻 室

冊

260〔120〕

36

※大学全体
【うち、神戸キャンパス
分】
面積：2,795.24㎡
閲覧座席数：408席
収容可能冊数：88,333冊

３　施設・設備の整備状況，経費

※看護学部・看護学研究
科で共通

0㎡ 80,410.43㎡

（　　　　92,050.25㎡）

139,207.64㎡ 0㎡

計

80,410.43㎡ 0㎡

（　　　　　　0㎡） （　　　　　　　0㎡）

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

運動場用地

小　　　計

区　　　　　分

119,636.09㎡

内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用

学生１人当り
納付金

第１年次 第２年次 第３年次

600千円 500千円

第４年次 第５年次

（11,495〔1,127〕）

139,207.64㎡

語学学習施設

（補助職員　　0人）

0室

情報処理学習施設

4室

（補助職員　　23人）

（　46　）

0㎡

電子ジャーナル

450千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要 寄附金収入・補助金収入・手数料収入等を充当

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 700千円 700千円 259千円

第６年次

0千円 259千円

16,606千円 16,606千円

開設年度

-

16,606千円

- -

450千円

設備購入費

図書購入費

-

講　義　室

36室

（神戸キャンパス）
テニスコート2面

開設前年度 完成年度

128,611冊

教員１人当り研究費等

3,792.24㎡

面　　　　　積

視聴覚資料

(３) 教　　室　　等

演　習　室

(４) 専任教員研究室

（11,495〔1,127〕） (260〔120〕)

98室

　

図
書
・
設
備

(５)

計

看護学研究科
看護学専攻

点

34,842.30㎡ 0㎡

11,730〔1,130〕

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

52〔52〕

52〔52〕

(260〔120〕)

0㎡

点点

119,636.09㎡

0㎡

260〔120〕

種

11,730〔1,130〕

機械・器具 標　　本

501 159 43

34,842.30㎡

0㎡ 0㎡

完成年度

566席

(52〔52〕) （485） （　161　）

収 納 可 能 冊 数

501 159 43

（　161　） （　46　）（485）

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

(52〔52〕)

8,041.47㎡

（西宮キャンパス）
野球場1面
テニスコート3面

体育館以外のスポーツ施設の概要

19,571.55㎡

50室

【大学全体での共用分】
・図書9,965冊
・学術雑誌7,200種(うち
電子ジャーナル7,148種)
・視聴覚495点
・機械・器具3,071点
・標本37点

※大学全体
【うち、神戸キャンパ
ス分】
・校舎敷地
40,772.70㎡
・運動場用地
3,765.30㎡
・その他
4,600㎡

※大学全体
【うち、神戸キャンパス
分】
・校舎 35,075.83㎡

・図書11,102冊
・学術雑誌7,200種(うち
電子ジャーナル7,148種)
・視聴覚521点
・機械・器具3,049点
・標本36点

※大学全体
【うち、神戸キャンパス
分】
・講義室 20室
・演習室 29室
・実験実習室 36室
・情報処理学習施設2室
・語学学習施設0室

(７) 体　　育　　館

実験実習室

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては、変更部分を赤字で見え消し修正するとともに、

　　　　その理由及び報告年度「（４）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお、昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については、見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

0㎡

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

　　　　複数の様式に分ける必要はありません。なお、「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を、その他の

そ　の　他

合　　　計

19,571.55㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称
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４．既設大学等の状況

大 学 の 名 称 兵庫医科大学 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

0 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

医学部 S47
兵庫県西宮市

武庫川町1番1号

　医学科 6 112 - 672
学士

(医学） 1.00 1.00

薬学部 R4
兵庫県神戸市中央
区港島1丁目3番6

　医療薬学科 6 150 - 900
学士

(薬学） 0.99 0.92

看護学部 R4
兵庫県神戸市中央
区港島1丁目3番6

　看護学科 4 100 - 400
学士(看
護学） 1.08 1.09

リハビリテーション学部 R4
兵庫県神戸市中央
区港島1丁目3番6

　理学療法学科 4 40 - 160
学士（理学
療法学） 1.19 1.32

　作業療法学科 4 40 - 160
学士（作業
療法学） 1.07 1.15

大学全体 - 442 - 2292 - - - - - -
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大 学 の 名 称 学生募集停止学科数 0
平均入学定員超
過率1.3倍以上の
学科等数

1 備　　考

年 人 年次 人 倍 倍 年度 年度 年度

人

医学研究科
博士課程

S53
兵庫県西宮市

武庫川町1番1号

　医科学専攻 4 40 - 160
博士

(医学） 1.12 0.90

　先端医学専攻 4 20 - 80
博士

(医学） 0.04 0.05

薬学研究科
博士課程

R4
兵庫県神戸市中央
区港島1丁目3番6

　医療薬学専攻 4 3 - 12
博士

(薬学） 1.33 1.33

看護学研究科
修士課程

R4
兵庫県神戸市中央
区港島1丁目3番6

　看護学専攻 2 8 - 16
修士
(看護学） 1.13 1.13 -

医療科学研究科
修士課程

R4
兵庫県神戸市中央
区港島1丁目3番6

　医療科学専攻 2 8 - 16
修士(医療
科学） 1.00 1.00 -

大学院全体 - 79 - 284 - - - - - -

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者が既に設置している全ての大学、大学院、短期大学及び

　　　　高等専門学校についてそれぞれの学校ごとに、報告年度の５月１日現在の状況を記入してください（専攻科及び別科を除く）。

　　　・学部の学科または研究科の専攻等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

　　　　※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている

　　　　　場合を含めます。履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

　　　・本年度ＡＣ対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

　　　・「平均入学定員超過率」には、報告年度（令和４年度）から起算した修業年限に相当する期間の

　　　　入学定員超過率の平均を記載してください。

　　　・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を

　　　　記入してください。

　兵庫医科大学大学院

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

定員変更
年度

（AC期間の
学科のみ）

開設
年度

所　在　地
編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

平均入学
定員

超過率

令和４年度
入学定員
超過率
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５　教員組織の状況

＜看護学研究科　看護学専攻＞
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区 分
今後の

の実施計画

認　可　時

（令和３年）

寄附行為変更の認可の申請に係る附帯事項を除く。） と、それに対する履行状況等について、

（注）・　「認可時」には、認可時または届出時に付された附帯事項（学校法人の寄附行為又は

具体的に記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的に記入してください。

その履行状況等の参考となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

６　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等

遵守事項 履行中

履　行　状　況

長期的かつ安定的な学生の確
保に資するため、本研究 科
に対する社会的なニーズを客
観的な根拠に基づき分析する
などにより、学生募集活動の
充実を図るとともに、アド
ミッション・ポリシーにかな
う学生の十分な確保に努める
こと

ホームページ等により設置
認可されたこと及び看護学
研究科の特徴を明確に打ち
出して学生募集を行った。
また、看護学研究科オープ
ンキャンパスを開催する等
の学生募集活動を行うこと
で、2022年度は入学者が9名
となり、定員8名を満たし
た。

ホームページの内容を充実
させるとともに、引き続
き、オープンキャンパスの
実施や卒業生へのアナウン
ス、附属病院看護部への広
報活動等を行い、入学者獲
得に繋げる。
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設　置　時　の　計　画 変更内容・状況、今後の見通しなど

該当なし

本学看護学研究科は、同一法人が設置する兵庫医療大学の廃止に伴い、令和４年４月に、兵庫医療大学の３研究科（薬
学研究科・看護学研究科・医療科学研究科）を、これまでと同じ内容で兵庫医科大学に統合する形で設置された。医療
大学の廃止に伴い、これまで医療大学にて実施していたFD・SDについては、全学組織として新たに設置した、兵庫医科
大学　FD・SD推進室（以下「推進室」という。）が継続して企画・運営を行うこととなった。
推進室は、本学の理念、目的の実現に向け、FDとSDを積極的に推進し、個々の教員の教育力の向上、集団・組織として
の教育力の向上、学部間・研究科間の相互理解力の向上、教員の研究力向上及び相互協力体制による研究力の向上、教
職員の大学運営に関する能力及び資質の向上の5項目を目的に活動を行っている。

（注）・　１～６の項目に記入した事項以外で、設置時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ・ＳＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜看護学研究科　看護学専攻＞

（１） 設置計画変更事項等

① 実施体制

博士後期課程の開設を視野に入れ、「看護理論についての最新の動向」について強化していく。

ｂ　実施方法

①2021年12月ごろに、看護学研究科修了生・BP修了生・看護学部教員が出席し報告会を予定した。

ａ　実施内容

①看護学研究科・BP修了生と看護学部教員との交流会の開催
・看護学研究科修了生と看護学部教員との共同研究における成果報告
・看護学研究科修了生およびBP修了生の現在の研究活動あるいは看護実践活動の報告

②博士後期課程教育に関連した（博士後期課程修了生の修得すべき能力、教育課程の編成の考え方など）講演の開催
・国内から講師を招聘し特別講義を開催する。特別講義の内容は博士後期課程設置に係る新たな知見とする。

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

推進室会議を、年度の期首と期末に開催する。ただし、必要あるときは随時開催する。
令和4年5月1日現在の開催状況は以下の通りである。
・4月15日第1回推進室会議
参加者：推進室長、医学部・薬学部・看護学部・リハビリテーション学部教員各1名、事務職員1名
・5月24日：第2回推進室会議（予定）
参加者：推進室長、医学部・薬学部・看護学部・リハビリテーション学部教員各1名、事務職員1名

　ｃ　委員会の審議事項等

１　本学の教員の能力開発の指針の整備に関すること
２　FD・SDの基本方針の策定に関すること
３　教員の教育技法に係るFD・SDの実施支援に関すること
４　各種アセスメント結果を活用した授業改善などに係るFD・SDの実施支援に関すること
５　全学的FD・SDの企画・立案及び実施に関すること
６　全学及び各学部・研究科等でのFD・SD年間計画の統括及び実施後の総括に関すること
７　その他FD・SDに関し必要な事項に関すること

② 実施状況

ａ　委員会の設置状況

②時期：2021年8月に講演会形式で開催した。

ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

①新型コロナウイルス感染症の影響により、看護学研究科・BP修了生と看護学部教員との交流会を断念した。

②「看護学研究科博士後期課程の教育」をテーマに、鈴木志津枝教授を講師として2021年8月24日（火）企画・実施し
た。参加者は看護学部教員38名であった。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

③ 学生に対する授業評価アンケートの実施状況

ａ　実施の有無及び実施時期

各学年ごとに前期後期それぞれの終了時期に合わせ授業評価アンケートを実施している。

　ｂ　教員や学生への公開状況、方法等

集計結果は研究科委員会（教授会）で報告している。

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には、関係規程等を転載又は添付すること。

「②実施状況」には、実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）
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「該当なし」

① 設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

（４） 自己点検・評価等に関する事項

② 自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

・大学の理念・目的の実現に向け３つの学部に加え、各領域における学識と専門性を高めるために学部を基礎とする研
究科を設置している。研究科は大学のミッションに掲げる医療専門職者の育成に則した教育研究組織である。看護学研
究科および医療科学研究科は両研究科共通科目の科目を設定し,連携・協働して大学院教育を実施している。また、共通
科目および専門分野の科目の教育活動はオンライン（オンデマンド、双方向性）、対面授業などを活用しながらより学
修が進み深まるような教育方法を組み合わせて実施した。
・オンライン（オンデマンド、双方向性）、対面授業などを活用しながらより学修が進み深まるような教育方法を組み
合わせて実施した。 教育研究活動および環境に関する学生からの評価は定期的に前期・後期の教育研究活動に対して実
施しており、その学生からの評価結果を研究科委員会で確認したが問題状況はなく、さらなる向上に向けた取り組みを
検討した。
・臨床実践家の育成プログラムである「文部科学大臣認定職業実践力育成プログラム（BP）地域在宅看護実践力育成プ
ログラコース」について開設5年目の評価を実施した。プログラム修了者へのアンケートならびに外部委員へのヒアリン
グから、一定の役割を果たしたと評価した。

・・・・・・・

・令和５年6月公表

　ｂ　公表方法

なお、「②　自己点検・評価報告書」については、当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

・大学ホームページ上に公開（令和５年6月）

③ 認証評価を受ける計画

令和６年に公益財団法人日本高等教育評価機構の評価を受審

（注）・　設置時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

また、「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については、できるだけ具体的な根拠を

含めて記入してください。

　ｃ　公表方法　　　　　〔　ウェブサイトへの掲載　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　〕

いて記入してください。

（５） 情報公表に関する事項

○ 設置計画履行状況報告書（令和４年度）

（３） 教育課程連携協議会に関する事項

※専門職大学、専門職短期大学、専門職学科、専門職大学院以外は「該当なし」と記入ください。

※設置計画が各大学等が社会に対して着実に実現していく構想を表したものであることに鑑み、

設置計画履行状況報告書については、各大学等のウェブサイトに公表するなど、積極的な情報提供をお願いします。

　ａ　公表予定の有無　　〔 有 ・ 無 〕

≪ａで「有」の場合≫

　ｄ　公表しない理由　　〔 〕

　ｂ　公表（予定）時期　〔　調査結果公表後１ヶ月以内　・　公表後２～３ヶ月以内　・　公表後３ヶ月以降　〕

≪ａで公表「無」の場合≫
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